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I N T R O D U C T I O NI N T R O D U C T I O N

　空港機能の強化は、空港競争力を高めるための基盤
であり原点である。このため、航空会社からのニーズが
高いピーク時間帯の処理能力向上に向け、高速離脱誘
導路の再編等に取り組む。また、成田空港の更なる機能
強化に向けた関係者との協議を進めていく。併せて、地
域に根ざした共生・共栄策、環境対策をより一層充実さ
せ、地域との共生・共栄を図っていく。

空港機能強化の推進
　2015年3月に空港処理能力が30万回に拡大されたも
のの、現在、アジアと北米の乗継便が集中する夕方の
ピーク時間帯は既に発着枠が満杯の状態であり、航空
会社の増便ニーズに応えられていない状況である。この
ピーク時間帯の空港処理能力を向上させるため、A・B滑
走路の高速離脱誘導路（着陸した航空機がより早く滑
走路から離脱することができる誘導路）を再編し、滑走
路の時間値（時間あたりに航空機が発着できる回数）
を、現在の68回から72回に拡大する。また、時間値72
回化への拡大に伴い、第1旅客ターミナル南ウイングの出

発系手荷物取扱施設の増設や出発バスゲートの増設等、
受け皿となる他の空港諸施設も増強する。
　また、成田空港の更なる機能強化に向けた「既存滑走
路の延長」「滑走路の増設」「夜間飛行制限の緩和」の検
討については、具体化に向けて関係者との協議を進めて
いく。すでに、国、千葉県、空港周辺9市町とNAAによる

「四者協議会」での議論が、2015年度から始まっている。

地域に根差した共生・共栄策や環境対策の充
実と地域振興への貢献
　成田空港の機能強化を推進しつつ、今後も成田空港
を安全かつ円滑に運営していくためには、空港周辺地域
の皆さまのご理解とご協力が必要不可欠である。このた
め、地域に根差した地域共生策、環境対策をより一層充
実させ、地域への丁寧な説明を通じて信頼関係をさらに
深め、地域と空港の共生・共栄を図っていく。また、世
界をリードするエコ・エアポートの実現をコンセプトに、

「エコ・エアポート基本計画」に掲げる環境への取り組
みを着実に実行する。

　航空ネットワークの充実は、空港の競争力の重要な柱
である。このため、マーケティング活動を強力に推進し、
路線誘致に向け、航空会社に積極的に働きかける。また、
成長著しいアジア路線を中心にネットワークの拡大を図
る。さらに、乗り継ぎの機能強化や利便性の向上を図り、
成田空港の強みである「アジアと北米を結ぶ結節点とし
ての機能」を更に強化する。

路線開発を推進
　旅客動向や市場調査を通じた効率的なプロモーショ
ン等、マーケティング活動を強力に進めるとともに、成
長著しいアジア路線をさらに拡充するため、特に中国や
東南アジアのセカンダリー都市（首都に次ぐ市場規模が
ある都市）への路線展開を相手先空港運営者等と連携
し、航空会社に積極的に働きかける。また、国内線ネッ

トワークをさらに拡充するため、航空会社誘致を積極的
に進める地方自治体等と連携し、航空会社に積極的に
働きかける。さらに、我が国最大の航空貨物貿易港であ
る成田空港の航空貨物拠点としての価値を高め、貨物
ネットワークの充実を図っていく。

航空会社の拠点化対策を推進
　航空会社や航空アライアンスのニーズを踏まえ、3大
アライアンスの拠点化促進に向けた取り組みを進める。
航空会社と協力し、チェックインカウンターの効率的な
運用に向けた仕組みの導入を目指すほか、保安検査場
の拡張や検査効率の高い新型検査レーン等を導入する

（スマートセキュリティー）。また、乗り継ぎ所要時間の短
縮等を含め、乗り継ぎ利便向上に取り組む。
　LCCの拠点化対策では、第3旅客ターミナルビルの利

ピーク時間帯の時間値：72回 （2020年夏ダイヤまでに） ※時間あたりに航空機が発着できる回数

航空機発着回数（年間）：27万回（2018年度）
温室効果ガス（CO₂）排出量：2015年度比7%削減 （発着回数1回あたり2020年度末までに）

戦略目標

航空ネットワークの徹底強化［戦略方針］ 3

空港機能の強化と地域との共生・共栄［戦略方針］ 2
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　成田空港が真に「選ばれる空港」となるためには、お
客さまに成田空港を「利用してみたい」「利用してよかっ
た」「また利用したい」と感じていただくことが必要不可
欠である。その一環として、空港におけるお客さまの各
種手続きの自動化（セルフ化）等を推進し、手続き時間・
待ち時間を可能な限り短縮する。また、これにより増え
る空港での自由な時間を、お客さまにより楽しく、より
有意義に過ごしていただけるよう、魅力ある商業空間を
創出していく。

 「ファストトラベル」を推進
　既に導入が進んでいる自動チェックイン機に加え、自
動手荷物預け機の導入を促進する等、チェックイン手続
きの自動化（セルフ化）を図るほか、新型検査レーンの
導入による保安検査の高度化・スムーズ化、国が進める

出入国自動化ゲートの利用拡大への協力、案内表示の
適正化等により、お客さまの空港における各種手続き時
間・待ち時間を可能な限り短縮する、いわゆる「ファス
トトラベル（Fast Travel）」を推進し、手続き所要時間の
大幅短縮を図る。また、管制や航空会社、グランドハン
ドリング等の空港パートナー間が相互に空港運用に関す
る情報を共有し、リソースを最大限活用していくことで
空港全体の運用効率を高めるための仕組みである「空
港CDM（Collaborative Decision-Making）」の導入によ
り、定時運航の促進を図る。

魅力ある商業空間を創出
　空港での待ち時間を、お客さまにより楽しく、より有
意義に過ごしていただけるよう、多種多様なニーズに対
応した魅力ある商業空間を創出する。第2旅客ターミナ
ルビルの免税店・ブランドモール「ナリタ5番街」を新た
に増床して店舗を拡充したほか、第1旅客ターミナル4階
の出国手続き前のフードコートエリアをリニューアルし、

「NARITA Dining Terrace」をオープンした。さらに出国
手続き後エリア店舗の拡充を予定している。
　また、快適さや楽しさを感じられるサービスを提供し
ていくため、第1、第2旅客ターミナルビルのお客さま用
トイレのリニューアルを進めるとともに、搭乗までの時
間をリラックスしてお過ごしいただくため、バリエーショ
ンに富んだシートの導入、電源付きシートや電源バーの
設置、魅力あるコンテンツの配信等のエンターテイメン
トサービスの充実等にも積極的に取り組んでいく。

便性向上や能力増強に取り組む。2016年12月には、国
内線カウンターの一部を国際線カウンターに切り替えて
運用できるようにする等、チェックインカウンターの能力
を増強した。また、2017年12月には、第3旅客ターミナ

ルサテライト北側エプロンのスポットを運用開始。なお、
第2旅客ターミナルビルと第3旅客ターミナルビル間のア
クセス改善に向け、ターミナル連絡バスのルート短縮化
を2016年10月に実施した。

世界最高水準のサービス品質や魅力ある商業
空間の創出によるお客さま満足度の徹底追求［戦略方針］ 4

戦略目標

航空ネットワーク
就航都市数 （2018 年度末までに） 海外 130 都市以上 国内 20 都市以上

LCC 就航割合（2018 年度） 30% 以上  （旅客便発着回数に占める LCC の割合）

航空取扱量
航空旅客数 （2018 年度）

4,300 万人
国際線 3,550 万人

（うち通過を含む外国人 2,260 万人）
国内線 750 万人

航空貨物取扱量 （2018 年度） 210 万トン


